
ひ
ゃ
っ
け
ん
が
わ
た
い

ま

岡
山
・
百
間
川
当
麻
遺
跡

ｌ
　
所
在
地
　
　
　
岡
山
県
岡
山
市
米
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
三
年
（昭
５８
）
七
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
岡
山
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
平
井
　
勝

・
古
谷
野
寿
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
秀
生
時
代
ぞ
江
戸
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
、
岡
山
市
衝
地
を
南
北
に
貫
流
す
る
旭
川
の
東
岸
に
広
が
る
旭
東
平

野
を
東
流
す
る
旭
川
放
水
路

（江
戸
時
代
築
造
の
人
工
河
川
で
通
称
百
間
川
と
呼
が
）

が
、
操
山
丘
陵
東
端
で
流
路
を

大
き
く
南
に
向
け
る
所
に
位
置

す
る
。　
一
九
七
六
年
以
来
、
旭

川
放
水
路
改
修
計
画
に
伴
い
発

掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
遺

跡
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
調
査
で
方
生
時
代
か
ら
近
世

に
至
る
遺
構

・
遺
物
が
発
見
さ

れ
て
い
る
が
、
奈
良
時
代
の
建

物
群
と

「
上
三
宅
」
の
墨
書
土
器
は
注
目
さ
れ
る
。
木
簡
が
出
上
し
た

一
九
八

三
年
度
の
調
査
で
は
中
世
の
遺
構
が
主
体
を
な
し
、
大
溝

。
掘
立
柱
建
物

・
井

戸
跡
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。

東
西
方
向
の
大
溝
は
幅
六
ｍ
、　
深
さ

一
ｍ
を
測

る
。
途
中
に
南
側
か
ら
流
れ
て
く
る
溝
と
合
流
す
る
場
所
が
あ
り
、
そ
の
底
部

に
凹
み
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
木
簡
は
こ
の
凹
み
の
上
部
か
ら
出
土
し
た
。
大

溝
内
に
多
量
に
廃
棄
さ
れ
た
貝
殻
を
含
む
土
層
が
凹
み
ま
で
連
続
し
て
お
り
、

そ
れ
に
含
ま
れ
る
遺
物
か
ら
下
限
は
室
町
時
代
、
上
限
は
鎌
倉
時
代
に
推
定
さ

れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
□
□
条
女
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ］聟
］μ
恙

ｏ諄

９
　
関
係
文
献

岡
山
県
狭
育
委
員
会

『
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
報
告
１４
』
盆

九
八
四
年
）

（平
井
　
勝
）

(岡山南部・岡山北部)
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